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中学校 ３年生 保健体育科学習指導案 

 

１ 単元名  「  第５章  健康な生活と病気の予防  」  （ 健康を守る社会の取り組み   ） 

 

２ 単元について 

 小学校では、健康の大切さや健康によい生活、病気の起こり方や予防などについて学習している。 

ここでは、人間の健康は、主体と環境が関わり合って成り立つこと、健康を保持増進し、疾病を予防

するためには、それに関わる要因に対する適切な対策があることについて理解できるようにする必要が

ある。また、健康な生活と疾病の予防に関する課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するととも

に、それらを表現することができるようにすることが必要である。さらに、自他の健康に関心をもち、

現在だけではなく生涯を通じて健康の保持増進や回復に主体的に取り組む態度を身に付けることが必

要である。 

このため、本内容は、健康の保持増進や生活習慣病などの予防するためには、適切な運動、食事、休

養及び睡眠が必要であること、生活行動と健康に関する内容として喫煙、飲酒、薬物乱用えお取り上げ、

これらと健康との関係を理解できるようにすること、また、疾病は主体と環境が関わりながら発生する

が、疾病はそれらの要因に対する適切な対策、例えば、感染症への対策や保健・医療機関や医薬品を有

効に利用することなどによって予防できること、社会的な取組も有効であることなどの知識と健康な生

活と疾病の予防に関する課題を解決するための思考力、判断力、表現力等を中心として構成している。 

 

 

 

３ 単元の目標 

知識・技能 

 

健康な生活と疾病の予防について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれら

と生活とのかかわりを理解することができるようにする 

 

 

思考力・判断

力・表現力等 

健康な生活と疾病の予防について課題の解決を目指して、知識を活用した学習活

動などにより、科学的に考え、判断し、それらを表現できるようにする。 

 

 

学びに向かう

力・人間性 

健康な生活と疾病の予防について関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組もうと

することができるようにする。 

 

 

４ 生徒の実態と指導観 

このクラスは遅刻をしたり、授業中に居眠りをしている生徒が多い。生活習慣の乱れだったり部活動な

どが忙しく十分な睡眠を取れていなかったりしている。そのため、生活習慣が乱れた時にどのようなこ

とがおきるのか説明し、生活習慣を見直す指導をする。 
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５ 単元及び学習活動に即した評価規準 

健康安全への知識・技能 健康安全についての思考力・判断力・

表現力等 

健康・安全について、主体的に学

習する態度 

・健康は、主体と環境の相互
作用の下に成り立っている
こと。また、疾病は、主体の
要因と環境の要因が関わり
合って発生することを理解
している。 
・健康の保持増進には、年
齢、生活環境等に応じた運
動、食事、休養及び睡眠の調
和のとれた生活を続ける必
要があることを理解してい
る。 
・生活習慣病などは、運動不
足、食事の量や質の偏り、休
養や睡眠の不足などの生活
習慣の乱れが主な要因とな
って起こること。また、生活
習慣病の多くは、適切な運
動、食事、休養及び睡眠の調
和のとれた生活を実践する
ことによって予防できるこ
とを理解している。 
・喫煙、飲酒、薬物乱用など
の行為は、心身に様々な影
響を与え、健康を損なう原
因となること。また、これら
の行為には、個人の心理状
態や人間関係、社会環境が
影響することを理解してい
る。 
・感染症は、病原体が主な要
因となって発生すること。
また、感染症の多くは、発生
源をなくすこと、感染経路
を遮断すること、主体の抵
抗力を高めることによって
予防できることを理解して
いる。 
・健康の保持増進や疾病の
予防のためには、個人や会
社の取組が重要であり、保
健・医療機関を有効に利用
することが必要であるこ
と。また、医療品は、正しく
使用することを理解してい
る。 

・健康な生活と疾病の予防につい
て、課題を発見し、その解決に向け
て思考し判断しているとともに、そ
れらを表現している。 

・健康な生活と疾病の予防につ
いての学習に自主的に取り組も
うとしている。 

 

６ 指導と評価の計画 

時間 主な学習内容 知識 思・判・表 学び 
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１ 感染症とその予防       

 
２ 

性感染症とその予防/
エイズ 

   

 
３ 

健康を守る社会の取り
組み 

       

 
４ 

医療機関の利用と医薬
品の使用 
 
診療所や病院はどの

ように利用したらよい
のだろうか。 
 医薬品にはどんな作
用があるだろうか。 
 医薬品を使うときの
注意は何だろうか。 

 
 
 
    

 
 
 
 
〇 
 

 
 
 

 

 

① 本時の目標 

医療機関の役割と利用の仕方、医療品の作用と正しい使い方を理解しよう。 

  医療機関の利用の仕方や医薬品の正しい使い方について考えよう。 

 

 

 

 

② 展開 

段階 学習活動 【 学習内容 】 指導上の留意点 ◇評価 

導 入

10

分 

 

【内科と外科について知る】 

 

 

グループで考え発言する 

 

 

 

 

 

 

〇病院には大きく分けて内科と外科が

あることを知る。 

〇内科と外科の中には何科が存在する

か考え学習シートに記入する。 

 

〇内科と外科の中で何科があるのかを

 

 

 

〇グループで考えさせ発言させる 

発表ででた発言は板書する 

 

 

 

 

 

〇病院には大きく分けて内科と外科があることを

説明する。 

内科は手術ではなく検査や投薬などによって回復

を図り、外科は手術による治療をすることが基本

である。（画像１） 

〇内科と外科の中で何科があるのか考えさせ、学

発問１：どのような医療機関があるか？ 

予想される生徒の反応： 

・怪我をしたとき 

・熱が出たとき 

・予防接種をするため 

・検査をするため 
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知る。 

 

 

 

 

 

 

〇救急安心センター事業の電話相談窓

口を利用することができることを知る。 

習シートに書かせる。 

〇実際に内科と外科の中には何科があるのかを説

明する。内科には、循環器内科、呼吸器内科、消化

器内科、脳神経内科等がある。 

外科には、一般外科、大腸・肛門外科、移植外科、

心臓外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科があ

る。 

〇何科を受診して良いのかがわからない場合は

（＃７１１９）救急安心センター事業の電話相談

窓口を利用することができることを説明する。 

展開 

30

分 

【かかりつけ医と医療機関について知る】 

 

 

4 人組のグループで話し合う。 

 

 

 

 

〇風邪をひいた時の対応の説明を受け

る。 

 

〇かかりつけ医について説明を受ける。 

 

 

 

 

〇医療機関について知る。 

 

 

 

【病気や怪我の状態の伝え方について知

る】 

 

 

個人で考え学習シートに記入する 

 

 

 

 

 

 

 

グループで考えたあとに教師が指名し、発表して

もらう。 

 

 

〇風邪をひいた時の対応の説明をする。 

熱を計り、かかりつけ医の診断を受けて処方され

た医薬品を服用する。 

〇健康に関することを何でも相談できることや必

要な時は専門の医師・医療機関を召喚してくれる

こと、身近で頼りになる医師であることを説明す

る。 

p.162 資料① さまざまな医療機関と利用の仕方 

〇医療機関について説明する。 

医療行為を提供する機関であり、医療機関は大き

く、ベッドが 20 床以上の病院と１９床以下の診療

所に分けられることを説明する。 

 

 

 

 

〇個人で考えさせ、学習シートに記入させる 

 

 

 

発問２：風邪をひいた時にどのような対応をするか？ 

 

予想される生徒の反応： 

熱を計る。 親に伝える。 

病院に行く。 薬を飲む。 

 

 

発問３：けがや病気をしたときにどのように医者に症状を伝えているか考えさせる 

予想される生徒の反応： 

・いつ怪我をしたか 

・どこで怪我をしたのか 

・いつ症状を発症したか 
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〇けがや病気において痛みを伝えると

きに必要なことを知る。 

 

 

 

 

【医薬品の服用の方法について知る】 

 

 

個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

〇発言する。 

 

 

 

 

 

 

〇けがや病気において痛みを伝えるときに必要な

ことを説明する。 

どこがいたいか、どのように痛いのか、どんな時に

痛むのか、いつから痛み始めたかを伝えることが

大切であることを説明させる。 

p.162 コラムを使用する 

 

 

 

個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

〇1 人で考えたあと教師が指名し、発表させる。 

〇決められた使用回数、使用時間、使用量を守るこ

と、他の薬との併用を避けること、その他の注意に

ついて教科書を用いて説明する。 

p.163 資料② 医薬品の使い方 

 

♢学習シートを用いて風邪をひいた時の対応と医

薬品の服用について理解することが出来る。 

〈Ａ評価の観点〉 

風邪をひいた時の対応と医薬品の服用する方法を

理解することができ、他者に伝えている。 

〈C 評価の観点〉 

自分が普段服用している医薬品の方法がどのよう

に服用するか具体的に問いかける。 

ま と

め 

10 

 分 

○本時の授業を振り返り、理解したこ

と、気づいたことを考えさせる。 

○学習シートを記入させる。 

○学習シートに今回の授業で学んだことや今後ど

のように活かしていきたいかを記入させる。 

○学習シートの回収 

 

発問４：風邪をひいた時にどのように医薬品を服用するか？ 

予想される生徒の反応： 

医者の言われた通りに服用する。 

親に聞く。 

薬箱に記載している通りに服用す

る。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 資料 

 

 
医療機関の利用と医薬品の使用 

発問１ 

画像１ 

発問２ 

発問３ 

発問４ 


